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   Immunohistochemical staining of proliferating cell nuclear antigen (PCNA) can be performed 
on conventionally fixed and processed tissue. We applied anti-PCNA monoclonal antibodies to 
transurethrally resected bladder cancer specimens. The labelling index (LI) of PCNA increased 
 with tumor grade and that of the invasive tumor group was higher than that of  the non-invasive 
tumor group. Especially in large tumors, there was intratumoral variation of labelled cell distri-
bution, which may represent tumor heterogeneity. These findings suggest that PCNA might be a 
useful marker for bladder cancer proliferation. 
                                               (Acta Urol. Jpn. 40:  379-382, 1994) 
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緒 言
膀 胱癌 の悪性 度 の診 断 は,現 在主 と して病 理 組織 学
的に 行 われ て い る.そ れ に 加 え て 最 近 で は,増 殖 能
を検 討す る 目的 で,flowcytometryによ るDNA解
析1)や,bromodeoxyuridide(BrDU)2),Ki672・3)な
どの細胞 増殖 のマ ー カ ーに よ る腫 蕩 の免疫 組 織染 色 が
行 わ れ て い る.し か し,flowcytometryによ る
DNA解 析 は組織 構 築 を とどめた ま までは 不 可能 で あ
り,BrDUに よ る 増 殖細 胞 の 標 識 はinvivoで 行
わ ね ばな らず,Ki67の 免 疫 組織 染 色 は凍 結 標本 に し
か 行 えな い な ど,そ れ ぞれ 欠 点 があ る.最 近 開発 され
た 抗proliferatingcellnuclearantigen(PCNA)
抗体 は,主 と してS期 の 細 胞核 に あ る 核 抗原 を 認 識








対 象 と 方 法
対象:当 科にて1988年10月から1993年1月までに内
視鏡的切除(TURB)を 行った初発 お よび再発膀
胱癌66例の切除標本を対象とした.初発例(51例)で
はTURB以 前 に放射線療法,化 学療法,膀 胱内注
入療法は行っていないが,再 発例(15例)では少な




















は,66例 のす べ て が 移 行 上 皮 癌(transitionalcell
carcinoma:TCC)で,通常 のhematoxylin-eosin
染 色 の標 本 に よ り,grade,stageを同 一者(HK)
に て 再評 価 した(Tablel).
PCNA免 疫 組織 染 色 ・TURBで 切 除 された 腫 瘍
は た だ ちに10%ホル マ リソで 固定 し,固 定 時 間 を24時
間 以 内 と して パ ラ フ ィン包 埋 した.こ れ を5μ に 薄 切
し,50℃ 以下 の伸 展板 上 に てovernightで乾 燥 さ
せ た.一 次 抗体 と して抗PCNAモ ノ クロ ーナ ル抗体
(NovocastraLab.:PCIO)を100倍希釈 して 用 い,
4。Cで一晩incubateし,ABC(avidin-biotin-com-
plex)法に て 染色 した.さ ら にhematoxylinにょ
り薄 く核 染 色 を加 えた.正 常対 照 と して,正 常 の移 行
上 皮 を有 す る膀 胱標 本 を用 いた.ま た,陽 性 対 照 と し
て 正常 の小腸 壁 標本 を用 いた.
細 胞 計 数1個 々の腫 瘍 で,ま ず 弱拡 大(X40)で 腫
瘍 全体 を観 察 し,最 も陽性 細 胞 の比 率 の高 い 部 分 を選
び,同 部 の腫 瘍 細胞 を 強拡 大(×400)に て500個カ ウ


































抗PCNA抗 体 に よ る呈 色 は核 に 限 局 し,び まん 性
も し くは穎 粒 状 に染 色 され てい た.backgroundに
比 して 明 らか に 強 く染 色 され て い る細 胞 を陽 性 と して
カ ウ ン トした.正 常 対 照 で あ る小腸 の 標本 で は,腺 上
皮 の陰 窩 で多 くの陽 性 細胞 が 認 め られ た.正 常 移行 上
皮 で は 陽性 細 胞 は上 皮 の基 底 層 に のみ 少数 認 め られ,
上皮 細 胞 のLIは5%以 下 であ った.
膀 胱 癌症 例 で の染 色 例 をFig・1に 示 す,膀 胱 癌 の
各gradeにお け るLI(平 均 ±SD)は,GLll.4±
10.8,G2=32.7±29.3,G3:47.6±26.2であ った.G1
群 とG2,G3群 のLI値 に は 有意 差 が 認 め られ た が
(GlvsG2:p<0.Ol,GlvsG3:p〈0.Ol),G2群
とG3群 の間 に は 有 意 差 は 認 め られ な か った(p>
0.1)(Table2),つぎに全 例 を非 浸 潤 群(pTis,pTa)












Cyclinとも よ ば れ る 非 ピス トン 核 蛋 白 で,SLE
(systemicIupuserythematosus)患者 血 清 中 の 自己
抗 体 の 対 応 抗 原 と して最 初 に 報 告 された5-.DCNA
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